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[5月のことば〕

農産物を外国から

買えない時代が来る

??管教室藤原彰夫

世は 5月，若葉の候とて世界ほ緑の光に満ち満ちてい

るが，考えてみると，そうそう楽観もできない。人聞が

地球上に生きている限り，地球の資源は消費され，地球

上は汚染とまではゆかなくとも，環境の悪化は避け禁齢、

環境悪化の問題だけでなく，その基本となる資源の消

費は，見逃し異色 1大きな疑問を，人類の将来になげかけ

てくる。農産物の増産は太陽エネルギーの利用だから，

地球上に影響無しとは云い切れない。窒素はさておき，

燐酸とカリは地球上には平均的に分散されてはいない。

或る国々には多く埋蔵され，或る国々一例えば日本に

は全く恵まれていない。農産物を大量に収穫しようとす

ると，施肥しなければならない。施肥は燐酸やカリのよ

うな地下資源の採掘と移動が前提条件となる。

たしかに，世界の人口も紀元 2，.000年には70億に達す

るだろうし，それに伴う生活資材，殊に食糧の補給は大

きい問題になる。

昨年の世界的な食糧作物の不作は世界中に「飢の時代

が来る」というショックを与えた。北極に居すわった寒

冷気塊が時どき暖かい地帯へおりて来て，低温障害のい

たずらをする。またこのあおりで，暖かい地帯のモンス

ーンに異常が出て，早魁と豪雨が作柄を狂わせる。或る

気象学者は，暖かい問氷期はもう終って，すぐ冷たい氷

河期が来るとおどす。

昨年はソ連，東欧などで小麦，飼料作物が不作であ

り，東南アジア諸国では米が凶作となった。

差当って輸出可能な国はアメリカとカナダだ。特にソ

連は食糧確保のため米・ソ接近をはかったともいわれ，

小麦収量は前年に比べて 1，900万トンの減少で，これを

補うために，米国を中心として 1，800万トンも買付けた

といわれる。中国も不作で，小麦の輸入量は 500万トン

に近いとみられている。

こういう世界的食糧情勢のなかで，米国が従来の生産

調整政策を解~ ¥て，増産政策に方向転換をした。幸いに

農民の協力もあって，小麦などは10%の増産が見込まれ

ているそうだ。

今のところ食糧の大生産国の米国をはじめ，カナダ，

アノレゼンチン等が増産に踏切っているから良いようなも

の h 労力，価格等の関係から，増産が不可能となった
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ら大変な事態をひき起すおそれがある。たとえ或る地域

で食糧が増産されて， しかも輸出の意志はあってaも，船

舶が無ければ食糧は移動しない。大量の食糧移動に要す

る船舶は想像を絶する。

日本の飼料事情のひっ迫は，ただに生産国の生産事情

だけでなく，小麦を主とする食糧の世界的移動に船舶を

とられたことも，大きい影響をあたえている。 47年度の

日本の配合飼料の輸入依存度は60%に上り，価格の高騰

と輸入のひっ迫で，今まで「洋食」をくっていた日本の

家畜に危機を叫ばせることになってしまった。

これまでは主生産国で増産の意志があり，輸出に乗気

だからよいようなものの，もし主生産国の情勢が変わ

り，船舶がひっ迫するときのことを考えると，肌寒い思

いがする。

農産物は太陽エネルギーの利用だからーと，すまして

いられる聞は良いが，増産を押しす弘めてゆくと肥料資

源が必要になり，農機具を動かすためエネノレギー源が必

要になってくる。

これらの資源の消費を問題として，資源保有国が輸出

を搾〈しぼ〉ってくると，すぐ農産物の増産にひびく。

すでに米国は，国内の石油資源の消費を慎しみ始めた

またカリ資源を温存するため，囲内のカリ蹟山の採掘量

を抑え，燐蹟石についても同様の方向へ傾きはじめた。

西独はカリの大供給国であったが，近年採掘量を意識

的に抑えてきて，カリの年産量は全く横ばいである。

主な増産国はカリについてはカナダ，燐破について

はソ連であるが，これらの国が資源の温存を考えはじめ

たらどうなるだろう。必要なものは日本で生産しなくて

も，余っている外国から輸入すれば良いとLづ理窟は，

もう通らなくなってしまった。

経済問題をはなれて，地球上の資源の温存ということ

を各国が考え出すと，ますます厄介になってくる。日本

は肥料資源のうち，燐酸とカリは完全に輸入に頼ってい

るが，これも永久に今と同じように楽(らく〉に輸入さ

せてくれるとは限らない。

ましてや，農産物は世界の人口増の圧力を受けるうえ

に，生産資材とエネノレギー源からも制限をこうむると，

日本の註文通り買付けることは出来ない。好むと好まな

~ ¥とにか〉わらず，自給度の向上が最大の命題となるこ

とは間違いない。

いずれにしても，資源をもたない日本は，米の生産調

整をやり，またこれを解くというような愚策ばかり繰返

さず，世界の中の日本の位置を，単に経済政策からのみ

とらえることなし地球上の資源と汚染の立場から長期

的に考えてもらいたい。綜合農政でなく，総誤農政だっ

たというようなことは，して貰いだくないものである。
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甘いスイカの生産条件

香川大学農学部

倉田久男

おいしいスイカ，誰でもが願うことであるO ス

イカの場合おいしいとは，肉質にシャりがあって

l省ざわりがよいことも重要であるが，何といって

も甘いことであろう。

1 . 品種による差異

ある栽培条件で多くのJIll種について甘味を比べ

ると，若干の差があるようにみえる。しかし，そ

れぞれの品種特性に合致した栽培をした保証はな

いしく別の試験で必ずしも同一成績にならなしつ， 同じ

tIT:1 f.重内で、もかなりの個体差があって，数果を調べ

て僅かの差では決定的なことは云えなし ¥0

普通 1品種10果以上調べて糖度計示度の平均，

0.5以上の差がないと， 差を確認できない程度で

あろう。従って現在経済的1]1:11重として栽培されて

いる品種間で、は，甘さについて決定的な差は明ら

かでなく，別の条件による差の方が大きし 10

2. よく熟した果実が甘い

スイカは成熟に伴って単糖→庶糖に変る O 甘さ

は庶糖の量に支配されるので，甘くなってから熟

するのではなく，熟しながら甘くなってゆく。果

実は甘味の増加過程で収穫されると解されるO

従って甘いスイカの第 1条件はよく熟している

ことである。よく熟していると，見た眼からも甘

く感ずるO そのために果肉が色づいただけでな

く，更に 2'"'-4日おいた方が甘¥¥0 

この場合，果形の乱れと過熟が問題になる O 熟

度が進むと，よく充実した立派な果実ほど肩が張

ってくる O もともとスイカは，元成果実は果皮が

厚く肩が張って空胴化し嫌がられているが，よく

熟した果実はこれに似て悪く評価されるところに

問題があるO

しかし，元成果は果形偏平で，果梗部，へた部

ともに窪みが急で深いが，正常果の熟度の進んだ

ものは果形正常で肩のみ張っている O このような

充実し完熟した果実が甘いのだと¥¥う見方を徹底

する必要がある。
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また成熟後ながくおくと過熱になって，肉質と

くに種子周辺から軟化し，シャリがなくなって昧

が劣ってくるO 果実の日持ちについては品種間差

異があって，一般的に黄肉品種または赤肉品種の

うち，果肉の柔らかいもの(果皮の硬さと果肉の硬さ

は比例する場合が多い。〉が比較的日持ちが短L可。こ

れらの品種で、は熟度判定を適確に行い，適熟の巾

が狭いことに注意すべきである。

一般に輸送性のある品種で、酷暑期で、なく，土壌

水分も保たれ地上部が健康であれば，果肉が色づ

いてから 4'"'"'5日は困場においても差支えない

し，その方が甘L、。しかし，高温下で乾燥し，地

上部が傷んで果実が露出し，果実温が高くなる条

件では，日持ちが短く，肉質が悪化するから，果

実だけ日除けをする必要がある O

熟度判定は，開花日からの日数(実際は果実が鶏

卵大の時からの日数〉で判定することが最も誤りが

少なし 1。ただし， 日陰のもの，小さい果実(普通

品種で3kg以下〉は成熟に 3'"'"'5日長く必要である

3. 充実した果実が甘い

葉でできた同化生成物が果実に蓄積して，果実

発育期(開花後20，.....，25日まで〉は果実を肥大させ，成

熟期には甘味を増す。従って充実した大きい果実

が甘くておいし¥¥。そのために，

(1) 適切な施肥によって，果実の充実のために

必要な葉而積を確保する O しかし施肥量が多すぎ

ると，つるが重なりすぎて，活動的な葉が日陰に

なり，甚しいと黄化して同化生成が低下し，多数

のむだづるの発育のために，同化生成物が浪費さ
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れて，一層果実の肥大が悪く昧が劣ってくる O

従って，つるはあまり重ならず，開花30日後，

成熟期にはつるの生長が衰え，随|場全体が成熟葉

の様相になる程度が最もおいしいスイカの生産条

件である O そのための施肥量は，地力，地温，着

果状態，土壌水分，品種などによって興るであろ

うが，とくに玉肥について適切な施肥が大切であ

る。

着果期前から成熟まで，雨が少なく日照りが多

く，肥効は濯水で、コントロールで、きる所が一般に

甘いスイカができる。米国南部諸州，中央アジア

などその例であるが，わが国は梅雨など，そのよ

うな条件にないので施肥で調節する必要がある。

(2) 根群を広く深くして(深耕高畦と余層施肥，

少潜水など〉草勢を強健に保ち，病虫害を防いで活

動的な葉を長く保つ ζ と，とくに株元から発生す

るタンソ病，コグハン(ツルガレ〉病， ダニなどの

防除に注意する O

(3) 摘果， 1株の結実能力には自ら限界があ

るO 結実したすべての果実が大きく充実した果実

になる、ように，変JI:;果， )青果，なりすぎなど早く

摘果すべきである O

(4) 結実節位，元成り果実がよくないことは前

述のようであるが，何節まで元成りになるかはそ

の条件によって兵る O 低温期，乾燥期は果実の肥

大のために，スイカの株の力が強くなければなら

ないから，節イ立を高くする必要があり，適温期で

は低節位でもよい果実になるO 通常の栽培で親づ

る20節，子づる 15節くらいが目標となろう。ハウ

ス栽培では更に低くても差支えな~ ¥0 

また 2，-..， 3番果になって著しく高節位着果は，

高温，栄養不足も加わって果実は小さく丸形で，

硬度は低く，果肉色は淡く甘味も劣ってくるO あ

まり高節位になる場合は，若干着果期がおくれる

が，株元から発生する強勢のつるに更新した方が

よい果実になるO

(5) 温度隔差があること，同化生成物の転移，

蓄積のために温度の日変化が大切である O 日中は

同化生成が盛んで，夜半果実への転移がよく，し

かも呼吸消費が少ない条件がよいことは当然であ

るO 高温期に西南l度地の果実より山陰日本海岸ま

たは東北のものがおいしいのは，着果節位，草勢

の関係もあるが，温度条件からみても考えられる

~PI. 
ρll，. 
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一般的に 5'-"'7月，その地方の最低気温の平均

14，-..，160C 頃に着果する栽培の果実がおいしし、。

しかし，秋の温度下降期の果実は温度陥i(~が大き

くても果皮が脆く，甘味が劣りやすし ¥0

4. 接木台

カンピョウ台は，施肥条件に無理がなければ，

実生栽培の果実と甘味に差がない(果形や外観は実

生が美しい傾向がある〉。しかし，カボチャ台(主と

して新土佐系品種〉は栽培地帯によって味に変化が

大きく，温暖水田地帯では，施肥量を減少しでも

甘味が著しく劣って，商品価値のない程度になる

場合が多¥¥0 

しかし温暖地でも傾斜畑地とか，砂丘地，関東

などの台地の畑地;貯では，甘味がのってよい果実

になる。その理由は明石在ではないが，栽i音士山によ

って台木の選定を誤らないことが大切である。

5. 年による差

スイカの甘い年と，それ程でない年とがある。

極端な年だけをとコて調べると，収穫前10'-"'15日

頃の雨が少ないと甘く，雨が多いとI床が劣るよう

にみえるが，更に長年の統計によらなければ明確

な結論はでないし，その年の収穫時期によっても

昧に差を生ずる O

果実内部を調べると，甘味の多い年は中央部と

種子部との差がないが，雨が多くて甘味の劣る年

は，中央部はかなり甘くても，種子部またはその

周辺の落差が甚し¥¥。糖の蓄積が中央から順次周

辺に及ぶためであろう。

6. 収穫後の変化

収穫後室温におくと，長くおくほどシャリは劣

ってくるが，甘い年の果実は貯蔵による糖の減少

は少ないのに対し，甘味の少ない年の果実は，収

穫後早い時期に~~Uの低下が大きし 1。やはり収穫後

は，早く消費者に届けることがよいに決ってい

る。

また高温貯蔵すると，室温に比べ明らかに糖の

低下が大きい。その意味で収穫後は果実温をなる

べく低くおくことが望まし¥¥0 1日だけの高果実

温が，どれだ、け影響するかは明らかでないが，収穫

は午前中行って日陰におくことが安全であろう。

果実を切って長くおくと，切らないものより品

質低下が著し¥¥。切った場合は低温下におき，長

くおかなし、ことである。
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佐賀県白石地方の

水稲乾田直播栽培

白石地区農協

陣内信夫

白石平野は北に六角JI!，南は塩田川，四に杵島

山をひかえ，東の有明海は湖の干1Ii1u差がはげし

く，干潟j時には沿岸に広大な干潟が展開する。

昔から干拓が行われ，背後地から六角川によっ

て運び込まれた泥土が沈澱，堆積し，干拓事業に

よって造成された水団地;市:である。

干拓地特有の肥沃な耕地から生産された米は，

fitから良質米として定評があり， "i+-島米"或は

勺当石米"として好評を博していたO

然しながら六角川，塩田川共に湖の1二満の影響

を受け， 話満奇抑湖j時にははる治か、上流までで、海

るのでで、，濯湖水として用を果さず，背後地には水

源となるべき山地を持たないため，用水不足は白

石農業の宿命とされて来た。そのため農家は，冬

期湛水によって，田植用水を確保するための湿田

農業を余議なくされていたO

戦後，農業近代化が進む中にあって，回場の)1室

田化は急速に進h，機械化農業の時代に入ったO

三本鍬一本持っておれば，稲作は出来た時代にく

らべると雲泥の差である。

11î~凹化のもたらしたものは，機械化による省力

農法であったが，水不足は更に深刻となり，水源

を求めて溜池を作り，地区内に大小 130本に及ぶ

深井戸を掘り用水に当て』来たが，最近，脱水現

象による地盤沈下は増々はげしくなり，地下水汲

上げ規制の止むなきに至っている。

この中において，戦後一部の農家で試作されて

来た水稲の花田直播栽培は，一限クローズアップ

され，今や白石地区農業の基幹技術として定着し

と 小本 学 第三種郵便物認可 (5) 

たO

振り返ってみると，当時の直摘は極めて幼稚な

技術であったが，多収技術としての要素は多分に

含まれていた。

秘数確保の容易さ，茎葉の直立性， i授の活力の

強さなど，収量構成要素にプラスする町は多分に

持ちながら，整地の困難性，除草体系のまずさ，

病害虫対策の不備などから，その特性をいかしき

れず，かつ極めて多労の技術であっ t::..o

昭和40年頃，ほとんどの農家に耕転機が導入さ

れるとともに，性能のすぐれた作業機も開発さ

れ，直播栽培は急速に拡がっていったO

整地作業は極めて簡単となり，効果の高い除草

剤の開発，殺虫剤の開発，中でも航空防除による

広域防除体制の確立は乾田直捕定着のきっかけと

なり，あわせて節水栽培による技術体系の確立は

農家の水に対する観念を変えさせ，水問題解決の

兆しを見出し，省力多収技術としてその有利性を

見直されたO

現在水稲栽培而積 4，000ha，うち乾田直播面積

2，800 haの実績は，地区内農家の乾田直播投手Irrに

対する信頼度を物語・るものであろう。

白石地区で発達して来た直播技術は，一言にし

ていえば，羽初耕1:転機，人力搭極機を中J心むとした

型機械化直j播番"でで、あるといつても過言でで、はあるま

L可。

それにより労働時間も移植栽培に比べて20"""'30

mの省力化は可能となったが，更に発展方向とし

て中型機による機械化一貫作業体系は既に出来上

っており，また施策によって導入されたライスセ

ンターの利用と相まって収中装備，高能率の稲作

団地"とじてひとつの稲作体系が作り出された。

労働時間も10a当り 30----40時間と短縮され，コ

ストダウンによる米作所得の増加が期待されてい

るが，その作業要領なり，或は問定点について少

しふれてみたい。

中型機を中心とした機械化一貫作業体系

耕起、施肥、播種、覆土

トラックアーグレンドリル パイング一 人/J ハーベスター
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1. 作業基準とそのポイント

(i) 品種および播種期

品種は現在当地区においてはレイホウが主体で

95%を占めており，日本晴 1%，モチ 3%となっ

ているが，いずれの品種で、も利用出来る。

播種期は， 5月下旬より 6月上旬播としている

が， iT111種の組合せによって 6月中旬までは播種で

きる。

(2) 耕起，砕土，均平

休閑田の羽1:起は早目に行ない，整地は丁寧に，

特に圃場の均平につとめる O 均平が悪いと高い所

では，入水後の除草剤の効果がおちるし，低¥¥所

では，播種後の降ー雨により発芽不良になり易¥¥0 

(3) 種子の予措

でや枝梗が多いと，播種機の性能が落ち欠株が

生じ易いので取除いておく。特に伏日本11[11'"等脱

粒し難し慌I種で、は，枝被がとれにくし、ので播種前

に取除いておく。種子消毒は慣行通りに行い，浸

種は 1，..._， 2昼夜程度に止め，鳩胸程度とするO

(4) 播 種

播極量は， 10 a当り 3，..._， 5，kgとし，条間25，..._，27

cm，株間15，..._，16cmの点描とし， 3.3m2当り 75---80

株を確保するo 1株当り 5，..._， 6粒の落下量とな

るO 覆土は通常 2，.__， 3 cmとするが，早天続きの場

合には深播きとし，鎮圧を充分行うが，雨天後あ

るいはすぐ降雨が予想される場合には，なるべく

浅播きとし，鎮圧は省略するか軽く行う。

(5) 雑草防除

播種直後 i甚水期 後期除草剤

サターン乳剤1，OOOccIサターンS粒剤 3kgI (2・4-D) 

播種後， IiiZ田期間の除草剤は，播種直後から本

葉三葉期頃までに散布を終れば良い。このため播

種作業のローテーションが非常に楽になったO 湛

水期の除草剤は匝!場に雑草が多い場合必要であ

り，数年間連続して雑草が少くなった場合には，

I巨|散布でも良¥¥0 また広葉雑草が多く残った場

合のみ， 7月下旬に 2.4-Dを散布する。

(6) 湛水

急激に深水にすることは避け，徐々に水に馴ら

してし 1く。降雨後引続き湛水に切笛えるとか，当

初軽く走り水程度にして，再度湛水する措置が望

まし¥¥。時期は一般に 5，..._， 6葉期であるが，水に

余裕が出て始めて湛水lこ切替える。雨が多く，早

と 学，E
b
E
-p

・
昭和48年5月1日

¥ ¥時期から水の入る所では， 4葉期以降になれば

湛水lこ切替えても良¥¥0 

(7) 病害虫防除

直播だからといって，特に発生する病害虫はな

¥ ¥0 たョ発芽より入水共fj頃までは，他の圃場は羽1:

起され雑草もないので，発芽し始めた稲苗にツマ

グロヨコバイ， ヒメトビウンカ等ウイルス昆虫の

集中攻撃を受ける危険性が非常に大きし ¥0 3，..._， 4 

回の防除が必要となって来る。また穂数確保は容

易であるが，過繁茂によるうっ聞が憂慮されるの

で， 8月土句の紋枯病対策を諦ずる O

(8) 水管理

湛水期に入っても漏水防止の方策は前Eじてない|

ので， jI庄畔よりの漏水防止には充分注意する。但

し入れた水がすぐ地下浸透するという条件は，稲

の生育にとってはむしろプラスする聞が多く，好

ましい条件と忠われる。従来の水に対する観念は

当然あらためるべきだと思う。徹底した間I1Vr濯

水，節水栽培によって，水不足を克服した白石の

直播であるということを認識して載きたし、

(9) 施肥基準および窒素のやり方

実肥

10% 

施肥例

フじ JJ巴 苦土入り尿素複合燐力11安 464 10kg 

早期追肥 40kg 

中間追肥 10kg 

主恵 肥 CDU855 35kg 

元肥は，緋起後整地前施JtJ。湛水後，早期i阜肥として重点施用。山穂

前50~55日に中間追肥。緩効性秘肥は出穂前20日に施用するが. NK  
化成の場合は 2回に分施。

2. 問題点と対策

移植栽培に比較して，初期の直播稲の生育は極

めて貧弱である。 7月上旬 2.-_， 3本の貧弱な稲が

果してどれだけ立直っていくかとしづ不安は，必

ずつきまとうものである O 不安に唱えきれず移植

に切替えた所，初期生育が良過ぎて過剰繁茂とな

り，収量が上らなかった所，雑草を押えきれずに

失敗した所など，いろんな経験を重ねて今日の直

播が定着して来ている O 作業要領の中の要所をよ

くつかんで，勇敢に直播栽培と取組んでいく所に

成否の鎚はあり，間引，補植といった不用な作業

を省略していくことも，省力栽培につながってい

くものと思われる。
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ニンニクの栽培について

青森県常盤村農業協同組合

佐々木武美

ニンニクは，昭和43年頃から急激に作付が増加

したO 特異な臭みと，豊富な栄養価値で市場の人

気を博し，転作休耕でn齢、ムードの農村に，一大

旋風を巻き起した。戸

青森県農業試験場の調査によれば，昭和41年は

14ha， 161 tとなっており，本年は606haと大きく

伸び，ニンニグブームが頂点に達した感がある。

ニンニクはここ 2，3年来着実に価格の上昇が

見られ， 45年産は 1kg平均単価330円， 46年産は

400円， 47年産は380円と生産量の伸びとは逆に，

極端な価格上昇を示している。

経営の特性

ニンニグの収穫部が種球であり，種球は生食用

と繁殖用にされるために，種子で繁殖する一般や

さいのように，急激な作付面積の増加が行われ難

し¥0 これが価格を安定させる一つの要因である O

また貯蔵力に富み，低温で貯蔵した場合は長期

の貯蔵に耐える性質があり，自然乾燥でも楽に 4

カ月は貯蔵でき，貯蔵中のロスが少く，ネズミ等

による被害もない，すぐれた特徴を持っている O

この特徴を充分いかし，有利な販売が可能となっ

ている。

また，栽培面からも定植は 9月中句から11月中

旬まで，収穫は翌年7月上旬，出荷調整が11月中

旬からで，農閑期の余剰労力の活用にも一役かっ

ている。

販売商では地元市場で，個人出荷は現在のとこ

ろ不利であり，大消費地へ共同出荷しなければ，

有利な販売は期待できなし、。従って産地はできる

だけ集団化される必要があるし，共同貯蔵，共

選，共販の形をとらざるを得ないのも一つの特色

と云える。

酸性土壌の矯正

春先から地上部の生育が悪く，ひどい場合は，

葉が褐変して生育が停止している株もある O

この症状のニンニクは，地上部を I1珪く持ちあげ

ると，容易に抜きとることができるO つまり，根

の伸長が停止し，根張りが悪いからであるO これ

らの根は， 3，..._， 5 cmと短かく，根の先端がやや球

状にふくらみ，和II根発生が殆んどみられな~ ¥0 

このような根部附近の土壌酸度を調べてみる

と， pH4.0""_'4.5の強酸性であることがわかる。酸

性土壌を矯正するため，石灰質を施用しているの

だがーというが，土壌の表層への施用が多いから

ニンニクの根群が伸長する12.3:::mから20cmくらい

の， }習の酸度矯正が行われていないわけである。

したがって石灰質の施用は， 20cmくらいの下層

まで， 卜分混和できるように施用しなければなら

ない。また，多l肢を得ようと，多肥栽培をしてい

る農家もみられる O とくに窒素の多肥は，アンモ

ニアの酸化によってできる硝酸が，石灰と反応し

て，流亡しやすい硫酸石灰になって石灰が流亡

し，土壌の酸性化をまねくことになるので，窒素

は25，..._，30kg以上の多肥はひかえるべきであろう。

施肥の実例 (10a当りkf})

肥料名 総量 成分 元JJ巴 第(141回1上追旬)肥 備考

CDU555 6/ N 1P 5 K 
15 15 15 6/ 

燐硝安加里NK 60 18 0 18 60 K 

石灰 窒 素 40 20 40 

重 対t i党 50 35 50 
硫 般 加 里 15 50 15 
鶏 糞 140 221  140 
苦土石灰 100 100 
1住 JJ~ 2，000 2，000 

組植を改善

大球で量産の可能な10a当り 2.5，..._， 3万株くら

いの密度は確保すべきであるO また除草，施肥，

農薬散布など管理には， 4条おきに巾広の管理陛

聞をおくことにより，作業が能率的になる。

管理畦 11¥J 10 a株数

22，200 

18，500 
4糸ごとに 50cm 30，500 

48 26，300 

40 25，500 

適期植付け

植付け適期は 9月20日前後というのが県の指導

であるが，現実には 9月中に60~ぢ， 10月中に30

%， 11月中に10%に植付けている。
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生育調査 6/310株平均 (2区平均)

9 月 20 日まき 10月 20 日まき 11月 20 日まき
りんぺんの大きさ

草丈 葉数 茎部の太さ 草丈 葉数 ?f.古1¥の太さ 草丈 業数 2み:吉1¥の太さ

7 g 以下 45_3 5.2 1.1 52.9 5.9 1.2 48.3 5.9 1.1 

7 - 10 g 5ヨ.4 5.8 1.3 55.4 6.4 1.4 57.5 6.7 1.3 

10 - 15 g 55.9 6.0 1.4 57.7 6.4 1.5 60.3 7.0 1.3 

15 g 以上 59.5 6.3 1.5 65.5 6.9 1.7 62.1 7.2 1.5 

収穫調査1.65m'当り 2[;<:"1叫 (50球)

9 月 20 日 10 月 20 日 11 月 20 日
りんぺんの大きさ

生重 乾燥球重 平均球径 a当り収量 生霊 乾燥球重 平均球径 a当り収量 生霊 乾燥球径 平均球径 a当1)収量

7 g 以下 4.6k 1.4k 4.6cm 81k 6.4k 2.7k 5.4cm 161k 5.8k 2.4k 5.0cm 146k 

7 - 10 g 6.3 2.7 4.9 163 6.8 2.9 5.6 175 7.2 3.0 5.6 182 

10 - 15 g 6.4 2.7 5.1 162 7.5 3.8 6.0 225 7.9 3.4 5.9 204 

15 g 以上 6.3 2.8 5.3 169 9.1 4.0 6.4 239 7.5 3.3 6.0 199 

水田と畑地の収量比較

乾燥に弱いニンニク

ニンニクは肥大期まで，土壌水分のやや?&b~ ¥1fH 

で生育が旺盛になる O なかでも春期の乾燥期に，

葉先が黄変する葉枯れ症状が多発する。とくに偏

東風〈ヤマセ〉の強L、地域で，この症状が出やすい

青森県の 4月から 6月までの降水量は 100mm以下

と少ないので，例年，肥大期に乾燥害を受ける O

したがって，ライ麦等，防風保護作物を何nの周

囲や，数111主毎に入れたり，思(ワラ等マルチングに

より，土壌水分の蒸散を防止する。

土壌水分の点から普通知Iより水回転かん11Uに導

入した方がよし 1。しかし，収穫期に土壌水分が高

いと，貯蔵性が低下したり，貯蔵中の腐ゑ球が多

ぐなるので，排水のよい水田でなければならない

適期収穫

生育期間の管理作業面では， トウを摘みとる O

1又穫適期は施肥量，気象条件によって違うので差

があるが，茎葉が50%くらい黄変した頃が適期で

本県では 7月上旬となる。収穫期が遅れると球の

緊度が悪くなっで， りん片が大きくなり球が制れ

るようになる。これを「球制れ」と云い， ii'H品価

値が低下する。

また，栽培規模が拡大するにつれ，収穫後の乾

燥が問題になる。通風乾燥庫の構築が必要になろ

うとも考えられる O 急、を要する研究課題でもある

病害虫の防除

一般に病害虫防除の回数が少なし 1。軟腐，乾腐

病， タマネギノミエ， ネダニ等，産地化が進むにつ

れて土壌病害虫も多くなるので， i陥作で発生を極

力回避する一方，土壌施用薬剤で防除する。

地上部の病害では， 6月上旬頃からベト病，サ

ピ病が急激に発生を見る O 収穫直前まで適用薬剤

を10日おきくらいに，茎葉を洗い，土全面も消毒

する気持で多量に散布すると効果が高く出る O

安値時に産地の真価が問われる

ニンニクは近年特に消費が拡大され，国内産で

は間に合わず，端境期には，台湾等から輸入され

ているほどである。したがって市場価格もほ当り

安値は200円， 高値600、800円で， 収量 1tとす

ると，平収量のときで反収60万円前後の粗収入と

なる。したがって，全国的に生産意欲をそそり，

面積が急増してし¥ることは容易に推察できる。高

値の後にくるのは，生産過刺による安値であるO

この場合，弱産地や劣等JH1l産地は，安値の翌年

には大きく il去作するのが普通である O

ニンニクは種子量から 4'--"'5倍の収量よりない

特異性があり，安値の時に栽培面積を純持拡大で

きる産地が，長期的に安定することとなる口
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水稲の、、もち病と新農薬

〔その 2](完〉

農業技術研究所

上杉康彦

いもち病防除用新農薬の種類

前号でいもち病防除薬剤の発展についてざっと

述べたが，その結果，現在すでに実用化している

薬剤は次の 3グループである。

(1 ) 抗生物質a

(2) 有機りん殺菌剤

(3) テトラクロノレアタリド

これらのほか，現在開発段階にあり，実用化が

期待されているものとして次のものがある。

(4) プロペナゾール

(5) NN F 109 

農薬には欧米で開発されたものが多いが，いも

ち病防除については，すべてわが国で開発されて

し、ることは特筆されるべきであろう。また，これ

ら薬剤は概して他の病害に対する効力が低く，ほ

とんどいもち病専用薬剤として使われており，逆

にそ菜，果樹用殺菌剤などは一般にいもち病に無

効である O

これは，いもち病がや h 特殊な病気であること

もあるが，さらに，薬剤の進歩発達によって，特

異性のある薬剤が使われる傾向にあるためである

(1) の中にはプラストサイジンs (商品名プラ

S) とカスガマイシ'ン(商品名カスミン〉とがあるO

¥ ¥ずれも，土壌中から分離された放線l闘の生産

する抗生物質で，水浴性の塩基性物質で、塩の形で、

製剤されており，効きめのあらわれ方，物理的性

質や安定性などにも類似した点が見られる。

(2) のグループには極々の薬剤が知られている

が，現在実用されている主なものはエジンフェン

ソフ(商品名ヒノザン)と 1B P (商品名キタジン p) ， 

の 2種類がある O

従来，有機りん化合物は，農薬としては殺虫剤

にのみ使われて来たが，この親類にあたる化合物

に殺菌力が発見されたことは興味深し 10

と 吋
ヰ
s

勾

A
a

ρAι 
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有機りん殺虫剤の主なものはチオノ型すなわち

-P=Sの構造が多く，有機りん殺菌剤はチオー

ル型すなわち -s-f=Oの構造が多いo

IBPとエジンフェンソフはいずれもチオーノレ

型有機りん剤であるが，両者はいくらか性質が異

なっており，前者の方が，揮発性，水溶性，イネ

体内への浸透性が高く，したがって IBPは水面

施用が可能となるO

C，Hペ3::::::〉;sCHつ
エジンフェンソフ 1 B P 

(3) の型で現在用いられているものはテトラク

ロルアタリド(商品名ラブサイド〉のみであるが，元

来はペンタクロルベンジルアルコール〈商品名プラ

スチン〉の発見に端を発するもので， これは殺菌

力が全くないが，イネに散布すると，そのイネは

いもち病におかされなくなる性質を示すようにな

る。

しかしぺンタクロルベンジルアルコールを散布

すると， イネ体や土壌中でぺンタクロル安息呑酸

やテトラクロル安息香阪となって，そ菜に薬害を

起すので、実用をとり止めたO

その後テトラクロノレアタリドが，同様ないもち

病|坊除作用をもち，しかも薬害の原因物質を生成

しないことがわかったので，これが現在実用され

ている。

c.e 0 

c.e， A ノ人
[ 11 0 

c.e /'、/"-/ 

OCHzCH=CHz 

0LN 
。c.e 

テトラクロノレフタリド プロペナゾール

(4) のプロペナゾール(商品名オリゼメート〉は現

在，開発試験段階にあるもので，これも試験管内

での殺菌力は低いにかかわらず，いもち病|功除力

はあるので作用機構に興味が持たれる。これはイ
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ネ体上で代謝分解をうけて，大部分がサッカリン

となる点でも興味深¥¥0 

(5) は最近開発されたもので，作用の仕方など

について目下試験中のもので，実用性についてか

なり有望であると思われている。

?H2S¥ ハハ/COOCH(CHム

ー2S/ - ~ ~ COOCH(C凡)2

N N F 109 

いもち病防除剤の作用の特徴

前項で、述べた薬剤の作用にはそれぞれ特徴や欠

点があって，使¥¥方や散布時期にもそれに対応じ

た注意が必要となるO

前号に述べたように，いもち病の伝染は主に胞

子の形で行われるが，イネ体上での胞子発芽がい

もち病の第 l歩と言うことになるだろう。

この段階をおさえる薬剤は，前項(1)""'"(3)の現用

薬剤のうちでは， (2)の有機りん殺菌剤のみで，抗

生物質やテトラクロルアタリドには胞子発芽抑制

作用はほとんどなし ¥0

次の段階として，いもち病菌の菌糸がイネ体内

に侵入するのであるが，この段階を特異的に悶.害

する薬剤として， (3)のテトラクロルアタリド剤が

ある。

さらに菌糸がイネ体内に入ると，さかんに菌糸

を伸長して病斑を作り拡げて行くが，この菌糸伸

長を抑制する作用が強いのは， (1)の両抗生物質で

あり，これらは，生体の重要な構成成分である蛋

白質の合成を阻害することにより，その作用を行

っている O 両抗生物質のほか，有機りん殺菌剤に

も菌糸伸長阻止作用が見られるO

以上に述べたうち，胞子発芽阻止作用と菌糸の

と 科 学

イネ体内侵入阻止作用は，いもち病防除の上では

予防的な効果としてあらわれ，イネ体内での菌糸

伸長阻止作用は，治療的な効果としてあらわれる

したがって，抗生物質は治療的な薬剤であって

予防的な効果はなく，しかも残効性も少ないか

ら，予防的に用いても，肝心のいもち病菌侵入後

には分解してしまって，全く効果をあらわさない

ことになるO

逆に，テトラクロルアタリドは予防的な薬剤で

あって，治療的な効果はほとんどないから，いも

ち病菌が侵入してしまってから散布しても，病気

の進展は止められなし ¥0 ただし，この場合は，病

斑上に出来た胞子が二次的に他の部位を侵すこと

を防ぐ効果は期待できょう。

有機りん殺菌剤は，効果の上では上記グノレPープ

の中間的な性格で，予防的にも治療的にも有効で

ある。

おわりに

前号にいもち病のあらましと，その防除の歴史

を述べたが，本号ではさらに防除薬剤の種類と性

質について記したO

現在使われている防除剤は，作用の上でそれぞ

れ特異性があり，それらを使いこなす上には防除

剤に対する知識が必要となる O このような傾向は

今後の農薬全般について言えることで，今後の農

業には一層高い技術水準が必要で、あることを端的

に物語っている。

また，こ hではくわしく述べなかったが，特異

性の高い薬剤の特定の種類を連続的に使用する

と，薬剤耐性菌の出現を招くおそれがあるので，

場合に応じて防除薬剤の種類を使いわけることが

必要である。このことは防除効果を高めるうえで

も，農薬の副次的な影響をさける意味でも特に必

要なことであろう。
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「国際分業論」を強く否定

---47年 度の農業白書~

政府は去る 3月30日の閣議で， 47年度農業白書(農業の動向に関する年次報告〉を決めた。

白書は高度経済成長の矛盾の激化，国際通貨体制の危機など，わが国農業にとって内外の環境は一段と悪

化しているとし，加えて農産物の世界的な需給ひっ li'くと¥¥う新しい事態の発生によって，わが国の農業と

農政は，かつて経験したことがないy 困難な局面に立たされていると指摘している。

そうした状況で，食糧の安定的供給を確保するためには「国内農業の生産・供給力の維持強化をはかるこ

とが重要だ、」とし，一部でなお根強く主張されている，いわゆる国際分業論をはじめて強く否定したのが特

色である。すなわちこれは，ともすれば国際分業論に重点を置くかの感が深かったこれまでの政府の政策を

大きく軌道修正したとも云えよう。

また国土や自然環境を保全するため，自然の物質循環に順応した農業本来の特性を発揮するよう求めて，

これまでの「農業近代化」を間接的に批判するとともに，長い歴史の中で，つちかわれてきた農村社会固有

の存在意義を強調して，農村の都市化が必ずしも「進歩」にはつながらないことを示唆している。

農業経済の概観

1. 46"""'"'47年度の農業経済=農業生産は44年度から 3

年連続して減退し， 46年度は前年度の水準を 4.6%も下

回ったが， 47年度は回復し，前年度をやや上回る見込

み。囲内農業の停滞とは逆に，農産物の輸入は増え続

け，食用農産物の総合自給率は4.6年度に74%(45年度は

75%) となり，また低下した。

一方， 46年度の生産者価格上昇率は，農産物需給の緩

和基調を反映して， 1. 7% (前年度は2.89ぢ〉の微騰にと

どまり，そのため農業総産出額は15年ぶりに前年度を下

回って5.29ぢも落込んだ。しかし47年度は生産の回復や，

価格の上昇が見込まれ，農業総産出額も前年度をかなり

上回るものとみられる。 46年度の農業不振は，農業就業

人口の減少の加速化 (9.6%滅〉などにも現れている。

農業所得も46年度は 2年続きで前年度を下回り，農家

が農外所得に依存する度合いも強まって，農家総所得に

占める農外所得の割合は60%を超えた。しかし47年度の

農業所得は，生産の回復と価格上昇によって前年度を上

回る見込み。

2. 生産性と生活水準の動向=農業の比較生産性(農

業就業者 1人当り純生産の他産業同純生産に対する割

合〉は， 42年度までは農産物価格の高騰などで、上昇し続

けたが， 43年度から低下して， 46年度は製造業に対し30

%，非農業全体に対しては29.5%の割合に落ちた。

このため製造業の 1日当り賃金に対する農業の 1日当

り所得の割合も， 42年度の87%を峠に低下し， 46年度は

54%。しかし農外所得が増大しているため，農家と非農

家の聞の生活水準の格差は縮まり， 46年度には農家の 1

人当り家計費水準は勤労者世帯の98%に達した。

3. 農家・農村と国土資源の利用=経済の高度生長の

過程で，土地利用をめぐる非農業部門との競合や，地価

の高騰などが起き，農業の発展に大きな障害となってい

る。

国土に占める農地の割合も， 35年の2D弱から45年は17

%に低下し，農地 1平方キロ当りの人口は，英国の5.7倍

オランダの2.6倍にも及んでいる。

そうした中で，出かせぎなど農業労働力の減少によっ

て遊休農地や裏作の放棄が増え，耕地利用率は 35年の

1349ぢから46年には105%に低下した。国土資源の有効利

用のうえで無視できない問題である。

さらに非農業部門の用地需用の増大，民間企業の大規

模な土地投機は地価の異常な上昇を誘発し，農業経営を

著しく困難にしている。水質汚濁など公害による農業被

害も大きく，とくに都市化の進んでいる地域で深刻だ。

一方，環境保全などに果す農地・農業の果す役割は，

ますます重視されており，自然の物質循環に順応して地

力を維持し，残留農薬などによる環境破壊についても一

層の配慮、が必要である。

農産物の需給と価格

1. 農産物の需要=所得水準の向上で食糧需要の伸び

も堅く， 46年度の飲食費支出は前年度を11% (実質5.3 

%)上回った。

2. 農業生産の動向=生産が増大しているのは①野菜

②果樹，③畜産で，露地野菜の生産のぶれはなお大きい

が，施設野菜の方は急速にのびて46年の面積は35年度の

約10倍。

47年のミカンの収穫量は前年に比べ32%もふえる見込

で，価;各は大巾に下;躍した。

畜産は，零細規模農家の脱落と経営の大規模化が進ん

でいるが，養豚，養鶏では悪臭や水質汚濁などの公害問

題が起きている。

一方，生産が減退しているのは，①米，②麦類など普
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通畑作物，①繭。

米は46年に大巾な生産調整に加えて異常気象に見舞わ

れ， 3:)年以降最低の作柄となったが， 47年は東北の一部

を除いて良好で，前年を 9%上回った。しかし， 10 a当

り収量の伸びは，良質品種の増大や施肥量の減少，労働

力不足などによる栽培管理の粗放化などで鈍っており，

30""40年の年率1.9%の仲びが， 40""47年には1.3%に落

ちている。

47年の麦 (4麦合計〉は，作付面積の減少と作柄不良

で，前年を35%下回る大巾減産となった。

繭も都市化など桑園の立地条件の悪化や，労働力不足

などで振わず， 47年は前年より 2%~成，生糸の需要は過

去10年間に約 2倍にふえたが，生産が伴わないため輸入

がふえ， 46年の輸入量は前年の50%増となった。

3. 農産物の貿易=輸入は著しく増大し， 40""""'45年は

年率で平均10%，この伸びは主要な先進輸入国の中では

最高で， 45年には世界の農産物貿易額の約 1割〈大豆27

%， トウモロコシ27%)を占めた。このため世界の農産

物需給や貿易事情の変化が，わが国に与える影響は極め

て大きい。

世界の農産物需給は47年に，ソ速やオーストラリア，

アジヤ諸国などの穀物不作によってひっぱくし，穀物価

格は急騰した。とくに小麦は過去20年間の最高価格だ

が，小麦の主要!愉出 7カ国の在庫量は48年 6月末に過去

三0年間の最低になる見込み。開発途上国で、は人口増加も

加わって，深刻な食糧不足が起きている。

わが国の農産物貿易にとっては①拡大欧州共同体 (E

C)の独立により，輸出先の減る大洋割引からの買付け要

請，①日中貿易の新展開，①大巾黒字を続けている対東

南アジア貿易の収支均衡の回復，①米国からの輸入増大

要請，⑤48年秋からの多角的貿易交流の開始という動き

があり，わが国農業の国際競争力強化が迫られている。

しかし各国とも輸出制限のほか，補助金，価格支持な

ど複雑多岐な保護措置をとっており，輸出価格は必ずし

も正常な需給関係によって形成されていない。

l並界の農産物市場が不安定の度合いを著しく強めてい

る中で，食糧の安定した効率的な供給を確保してゆくに

は，国内]長業の生産・供給力の維持強化が重要である。

また妥当な国際保護措置のもとに，国内農-業と輸入とを

調整し，同時に安定した供給源の確保や輸入先の多元

化，開発輸入の促進などが必要だ。

4. 農産物の価椅と加工・流通=1日当りの家族労働

報酬の増加率は，このところ米よりも他作目が大巾に上

回っており，肥育豚や乳牛についてみると，米に対する

相対的収量性は， 40""""'42年の36，.......，38%が， 44""""'46年は82

"'-'87%と接近してきている。

と 利- 学 昭和48年 5月 1日

稲作から他作物への転換を円滑，着実に推進するには

作目聞の収量性を改善することが重要である。

食料品消費者物価の上昇率は，ここ数年大きかったが

46年度は野菜や果物の値下りで 4%と鈍り， 47年度も低

迷している。食料品消費者物価の値上りについては，生

産者価格より加工・流通経費の寄与率の方が強まってお

り， 46年度には約 8割強となっている。

農業経営の動向

1. 農業経営をめぐる諸条件の変化=農家は労働力を

農外部門に回して農外所得の増大をはかる傾向を一層強

めており，農業就業人口の減少が加速化しているほか，

農業就業者の老令化，女子化も著しい。また若年令層

(14""""'24才〉の割合も，フランスの11%，イタリアの10.3

%に対し，わが国は新規学卒者の就農率減少が大きくひ

びき5.4%にすぎない。

また農業専従者のいない農家が46年の42%から47年は

47%にふえている。このような農業就業構造の劣弱化

は，高能率農業の展開と，活力ある農村-社会を形成して

いくうえで，大きな阻害要因となっている。

2. 高能率農業の展開=農家の兼業化は一段と進展

し， 4幻7年lじミ斗l凶ま農夕外ト所得の方が多多:~い}λ、第'2

が5臼3.5予銘百 (α45年lは土50.7男必6)にのぼり札， 専業農家はl凶4.4究労6 

(同 1日5.6~箔百〉に落込んだ。

3. 農村社会の動向=今日の農村社会は，都市的様相

の濃い地域社会から純農村的な地域社会まで多様であ

り，今後も地域開発などによって複雑な変容をとげて行

くだろう。農村社会が現代社会の中で果すべき役割，と

くに国主・自然環境の保全，培養，余暇空間としての役

割は最近，西欧諸国でも高く評価されており，わが国で、

は転職が困難な中高年令者の就業と生活の場ともなって

¥ 'る。

農業と農村が健全な発展をとけ。るには，農村の集:搭の

実態と住民意思に立って，農業生産基牒と農村の生活環

境施設の整備を進める必要がある。

結び

わが国の農業は，生産の減退や農産物価格の停滞など

による農業所得の伸び悩み，兼業農家の増大，自立経営

農家の減少など生産，価格，構造の各国で極めて困難な

問題に直面し，加えて農産物の国際需給のひっぱく，国

際通貨体制の動揺など激動する国際政治経済への対処に

も迫られるなど，これまで経験したことのない局面に立

されている。

このような状況の中て，適切な国土利用計画のもと国

民食糧の安定供給とし寸役割を果しながら農業従事者の

所得と生産水準の向上を確保していくことが，今日のわ

が国農業の課題となっている。 (K)
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、硫燐 16号か(白話)1本体系で 7年間

、宇佐米H 増収に成功した院内町農協

うまい市宇佐米mの主産地

院内町とは，どういうところか

収水稲作，麦作の施肥合理化対策として，それ

まで基肥 2銘柄，追肥 2銘格の肥料を使っていた

のを， 41年度からは基肥を当社の硫燐16号(硫加

燐安16号=10・20・20) 1本にしぼり，今年まで7

年間，完全に 1銘柄で基肥の施肥体型を続け，更

に今年からは追肥も，これまで、のC3号に代って

当社の燐加安 454号 1本にしぼった農協さんが大

分県にあるのです。 商売のことですから， 10年，

20年というお交際(つきあしつはザラにあるでしょ

うが，院内rllJ農協さんのように， 7年間にもわた

って水稲，麦作用の基肥施肥体型を 1社 1銘柄に

しぼって推進された事例は聞いておりませんO し

かもそれだけでなく，硫燐1凶6号がよく院内n問町u町町i口Ir管内

の生産農家のご期待にこたえまして， 41年以後単

位当り収量も尻上りに増えております。そのうえ

有難いことに，今年からは従来のC3号に代り，

これまた当社の燐加安 454号で推進するという，

愉J快なニュースがあるので、す。"

だから u大分県宇佐郡院内町農協さんを訪問し

て，江熊組合長，えとう管理部長さんの話を取材

して呉れませんか?"と，チッソ旭肥料(樹福岡営

業所の小野さんから連絡があったO

筆者は長い間，肥料業界の記者生活をしている

が， 7年間にもわたって，特定の会社の肥料だけ

で基肥の施肥設計をたて，更に今年からは追肥も

同様の方針で推進すると Lづ事例は，これまで聴

いたことが芯¥¥0 

時は良し桜(はな〉の 4月/そこで4月 5日の夜

行で西下， 6日は12時30分頃，福岡営業所で小野

さんと落合って花日和の九州、防を飯塚，行橋を経

て山国川を渡って大分県に入り，中津，宇佐から

院内町に南下するという，車でじつに 3時間半の

長町場。さすがに昨夜の疲労が出てきたのか，思

河 見 泰 成

わず眠気がきざしはじめた頃， 伏さあ，やっと来

ましたよ"と小野さんの戸がかかって，車は右八

カーブをきって，院内町農業協同組合に着いたO

ここで江熊組合長，えとう管理部長から伺った

院内lHJの水稲，麦作の基肥施肥設計の顛末を記す

前に，まず院内IHJと院内町の農業概況を述べてお

こっ。
別掲|玄lでお分り

のように，院内町

は大分県の北西宇

佐郡の西南端に位

置し，東西10km，

南北 17.5k111)東

は安心院町，西は

下毛郡本耶馬渓

/UJ，南は玖珠郡玖

珠問J，北は宇佐市に隣接する総面積114.66km2の

山村地域であるO

余)11，院内川， 日岳川，高並川などの河川が町

を縦断する恵良川に合流し，恵良川はまた/lIJの北

端三つ又で津房川と合流して駅館川となって周防

灘に注いでいる。

また，宇佐平野と九州、!の屋根と云われる九重山

系に通ずる中間にあり，標高差のかなり著しい山

村で，寒暖の差が大きく，恵良川並にその支流河

川の流域に拓けた集落によって構成されているO

総面積 114.66km2の大半は林野で8割を占め，

耕地は五指をひろげたような形で流れる川に沿っ

て，僅かな平地が点在するほかは，標高60111から

500111に至るまで、段階状に開かれている O

良質の杉や，椎茸の原木となる機(くぬぎ)が産

出するので， 111林所得もあることはあるが，殆ん

どの生産農家は米，麦の生産に依存しているた

め，水稲に対する生産意欲は非常に旺盛で，昔か

ら良質な宇佐米(硬質米〉の主生産地として知られ
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ているo

q そもそもの馴れ染め?ああ，当農協が水稲基

肥に硫燐16号を決めた動機ですね…。" と，えと

うさんは首南・(うな〉ずいて，次のように語った。

うまい米がとれるのだが

単位収量がどうしても上らぬ

"車で福岡からみえたとあればお判りのように，

当町は米，麦栽培に依存する山村地帯、であります

が，戦後わが国民経済の

発展，生活の向上がもた

らす食生活の変化は，必

然的に米消費の伸び悩み

を招き，このことは，一

方では良質米栽培に切り

換えのムードを促進する

転機をもたらしたものの

45年からは農業史上かつ 江熊三日男組合長

てない「米の生産調整」が実施されまして，いま

や農家，とくにわれわれのように米作に煩らざる

を得ない地域の農家経済は，不況，不安におびや

かされております。"

"これらの情勢に対処

致しますため，まず昭和

38年から種々の事業を策

定致しまして，構造改善

事業を進めますほか，将

来の在るべき姿と致しま

して，家畜の導入，良質

の杉材並に椎茸栽培の原

えとう勇管理部長 木としての棟材の栽植な

どをとり入れた "複合経営"を推進するなど致し

まして，農家経済の向上，安定につとめておりま

す。

"話を米に戻します。食味の点で"うまい米"

と申しますのは軟質米ではなくて硬質米で、す。

この辺でうまいと云われる"宇佐米"の大半は，

当院内町から産出される硬質米なのです。産米の

70%から 80~ぢを自主流通米として，経済圏である

北九州各市場へ出荷しております。ところが10a 

当りの収量動向をみますと，昭和初期から戦後の

20年代までは僅か 200kg，それが昭和30年代に入

りましてようやく 300kg台にのりは致しましたも

のの，その後は相変らずノミッとしない状態をたど

と ネヰ

71 

~ι 
子 昭和48年 5月 1日

院内町農業協同組合の正面

っておりました。"

収ところが，ご承知のように30年代後半から稲

作の栽培技術が格段と改善，向上されるようにな

りましたO 当町におき ましでも， 38年から稲作施

肥改善を強力に推進致しました結果， 41年から始

まりました「米づくり運動」の成果として，待望

の400kgの大台に乗せることができましたO われ

われにとってこのことは，非常に感銘深いもので

ございましたO その，施肥改善事業推進の第一着

手として採り上げましたのが-J'

基肥肥料の銘柄整理であり，選定であったと云

う訳だ。すなわち，このときからチ ッソ旭肥料

(株〉の硫燐16号が，院内町管内の生産農家の皆

さんの水稲基肥肥料として，既に 7年の長きにわ

たってご奉仕する粋 (きずな〉が結ぼれた奇縁であ

り，今年から追肥用に燐加安 454号(14・5・14)
が指定される結果にもつながるのだ。

稲作には窒素もさることながら

りん酸の高い肥料を使ってみたら-。

"なぜ院内町産米の単位収量が上らないのか，

この点は，稲作を経営の根幹とするわれわれの一

番の悩みでしたが，ちょうどその頃指導関係の或

る方から， m稲の生産を上げるには， 窒素 もさる

ことながら， りん酸と加里のバランスが高い化成

肥料を使ってみたらどうか?"と示唆さ れました

のです。"

吹そこで手始めに38年に高度化成 2銘柄，普通

化成2銘柄に整理してみた訳です。普通化成は

ヘ、も化成」と云われるもので，ご承知のように

「普通化成J は夙に入っているとし、う点で，農家

には魅力があった訳で、すO それを更に39年には高

度，普通化成ともそれぞれ 1銘柄にしぼりました

うえ， 40年から水稲の基肥用は硫燐16号 1銘柄と
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し，更に41年には麦も硫燐16号 1本にしぼりまし

て，今日に及んでおる次第です。"

このような施肥合理化運動が，その後の単位当

り収量にどのような影響を与えたであろうか?次

の数字を見て]頁けばお判りになると思う。

〈水稲10a当り収量>

40年 444kg

41年 464

42年 476

43年 448

この上昇した10a当り収量は，県内でも高収地

帯としての位置にあり，かっこの傾向はほぼ安定

しつ〉あると見てよい。(なお48年度の単位当り目標

収量はクジュウ・日本晴570kg，レイホウ・ミネユタカ

600kgで， この数字は普通移植，機械移植とも同じであ

る。〉

こうしづ訳で，当院内町の水稲基肥施肥設計特

にチッソ旭の硫燐16号 1銘柄による推進は，大分

県内でも注目の的となり，各農協からの視察者も

多いと云われているが，周辺の農協の中に，院内

町農協と同じような施肥設計を推進する気運が現

われつ〉あるとしづ事実は，特に感銘深いものが

あったO つまり，硫燐16号は 100%とまでは行か

44年 512kg

45年 454

46年.443 

と 科 尚子 第三種郵便物認可 (15) 

これらの点について，えとう部長は

ヘ1わゆる面積受註はやってはおりますが，ご

承知のような施肥体系でありますので，現実とし

て肥料に対する選択権はないということになりま

しょうか。統制率は94%というところtです。なお

今年から穂肥にも燐加安 454号を使うことになり

ましたが，そうすると加里の成分比が高くなりま

すので，若し晩期穂肥をやるような場合は塩安を

品種に応じて普通移植，機械移植とも，それぞれ

5 kg， 8 kg施用するようにしたのは，そういう含

みがあるからです。"

来年から米を作ろうと去っても

休んだら急速に復活は無理

電電ところがその米のことですが…。"と，えとう

部長は話をきって，

吠ご承知のように45年から，われわれが考えも

しなかった米の生産調整が実施されましt::..o わが

院内町も国の大方針にご協力の意味から，45年は

86ha， 46年には131ha， 47年には更に200haとな

り， 48年度にも120haの水田を休耕致しましたO

農家一院内町のような，いわば過疎地帯の農家

が，生活を支える唯一の収入源の生産を規制され

たことは，精神的にも，経済的にも大きな不安

ずともほぼ理想に近い肥料であった訳で，この点 で，生活に与えた影響は非常に深刻なものがあり

から硫燐16号は常に新しい肥料と云って差支えな ますO 以後，日雇や，出稼ぎなどが急増致しまし

いだろう。 て，正直云って米作農家の意欲は確かに落ちてお
院内町の総農家戸数 1，639戸の 92%=1，500戸 りますよ…。"

が，稲作農家だと云われるO そこで稲作の生産体 吠もちろん休耕に伴う対策は，この町でもそれ

制は，全町64の集落を90の生産班に分け ( 1班は こそ懸命に推進致しましたO 幸い当初の休耕:田は

10ないし15名〉おのおの班長を置く。農協には組合 主として山寄りの水田，或いは山の中の狭小な団

長を会長とする稲作部会があり，会長以下15名の でありましたので，山林開発の形で比較的に苦労

役員を中心に肥料，農薬などの生産資材の受註な せずに吸収することができましたO 最近農協が中

ど，稲作の推進に当ることになっている O 心となって，グリーンピース，二ンニク，抑制キ

48年度稲作施肥設計〈宇佐農業改良普及所，病害虫防除所，院内町役場，経済連宇佐サービスセゾグー〉監修

区分 品種
目標 基 ß~ 分けつ肥 穂 日巴 晩期穂肥 成分量

収量 肥料・施用量 肥料・施用量 肥料・施用量 肥料・施用量 N P K 

代苗 kg 
硫燐16号 7 kg kg kg kg 

0.7 1.4 1.4 

普通
ク日 ジ本ュ晴ウ 燐4加5安4 (塩安)

本用国

570 " 50 20 5 8.9 11.0 12.8 
移植

レネイホウ 600 " 50 硫燐16号 10 H 30 ( " ) 8 12.2 13.5 16.2 ミ ユタカ

機械
用本国

ク日 ジ本ュ晴ウ 570 H 40 " 白20 5 7.9 9.0 10.8 

移植 レネイホウ 600 H 40 硫燐16号 10 " 30 ( " ) 8 11.2 11.5 14.2 ミ ユタカ

基肥に珪カルを箇代に40kg，本国lこ160kgを施用する。
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ュウリなどの栽培をはじめておりますが，案外の

効果が現われております。が，一般に普及するの

はまだ時日を要すると思います。休耕した田はと

うかーとはよく訊かれる質問ですが，現在休判1:中

の120haの うち，水田に復活可能なのは40ha，あと

80haは林地或は果樹に切換える より 仕方がない

と思ってお ります…。今年からまた300haの構造

改善事業がはじまります。 これは県営圃場整備事

業で，近代化資金 6千万円，大型機械設備資金 6

千万円合計 1億 2千万円ですが，構造改善事業と

いう ものが農業の労働生産性を高めることは事実

ですが，では個々 の農家の生産のプラスに直接的

につながるかと云うと ，そうは云いきれなL、。 と

にかく ，休耕しておって，サア来年からまた米を

作るんだと云っても，そう簡単ではないのです。"

と語る，えとう部長の面(お もて〉 は柔和だが，

言葉はきびしL、。

去る 3)j30日公表された47年度の吹農業白書"

は，その結びび、てで引 収わが国の農業は，生産の減退や

農産物価格の停淵滞;などに よる農業所 得の伸び↑

み，兼業農家の増大，自立経営農家の減少など生

産，価格，構造の各面で・極めて困難な問題に直面

L，加えて農産物の国際需給のひっ迫，国際通貨

体制の動揺など ，激動する国際政治経済への対処

にも迫られるなど ，これまで経験したこと のない

局面に立たされている。"と云¥¥だから，

代このような状況の中で，適切な国土利用計画

のもとに国民食燭の安定供給を果しながら，農業

従事者の所得と生活水準の向上を確保していくこ

とが，今日のわが国農業の課題となっている。"と

結んでいるが，記者が現場で得た感触では，

吹農業の将来，農政の在り方というものは，作

文で、は解決されないこと，国際的な食糧のひっ迫

を訴えながら，米を増産しろというのか，し なく

ても良いのか，それらを含めた具体策を 代農民

よ， お前も考えよ "と云う 前に，政府が対策:を打

ち出すべ きではないのか ，/"

とし 1うことで、あったO

"わし も米を70a作っとりますよ， 米を作 っと

らんで組合長は勤まらんからなあ/それにして も

あんた，これからの農業はし、よい よむずかしうな

るなあ" とLづ江熊組合長の発言は，短いながら

この場合非常に説得力があっ たO

硫燐16号の山 (農協サービスセンターで〉

ストックは本所に一括しで

整調・確認できる合理的な運営体制

組合長が所用 で中座された機会に，ここか ら程

近い院内Il/J農協のサービスセ ンタ ーを訪れたO こ

こには農協で取扱 っているいろいろな品物が陳河

されてあり，向 って左側の倉庫には肥料が山積み

されてあるO もちろんチッソ旭肥料の硫燐16号O

そこでノミチリと 1枚とったのが別掲の写真。

電電 なるほど---。" という感じが浮かんで きたO

"こ、、覧の ようにここは肥料のスト ック ・ポイン

トですが，この農協の特徴は，管内に何カ所かあ

る支所には，肥料がどうしても必要だーと¥¥う時

期以外は，在庫は全部ここに置いているとい うこ

とです。銘柄が l社製Sldこ統ーされてL、ることも

あって，在庫の調整に気を使うこともないし，現

品の状態が常に確認ーできる 一，本当に合理的な方

法だと思いますね・一。"と小野さんO

管内全部の在庫量とその状態が，常に本所で把

握されているということ-確かに賢名な方法だと

思 ったO

編集の関係で，これ以上濯を進める沢に行かな

いが，現地を訪問して非常に愉快だったことは，

水稲と 麦作の追肥用に新に燐加安 454号が，桑用

肥料として硫燐13号 (14・10・13)が， 更に一般

野菜用肥料としてCDU  S555 (15・15・15)が追

加指定されたということ であっ たO

6?ζbYE柳， 桜をこきまぜて とL、う春もアッ
....~~.' .. ". ，.... ~..... ............ … とし、う聞に過ぎて，ときは 5月，初夏

の訪れだ。稲作に忙し くなるときだ。5月号をお届

けします。

なお，編集の都合上，藤原先生の玉稿を 8ポイン

ト活字を使用致しました。ご了承をお顕し 、するとと

もに，幾重にもお詑び申し上げます。 CK生〉


